
前半の用紙 親子交流会の道筋を点検する 後半でも使います。手元に残してください

事業の概要（架空）

みどり市では、身近に子育ての悩みを話せる保護者仲間がいない人がいると考えている。そうした保護者に、話せる保

護者仲間ができることを目指して、親子交流会を開いている。職員が遊びや少人数で話す時間を用意する。初めての

人も参加できる。開催日時は平日午前、申込みが必要。終了後の交流の続き方はまだ分かっていない。

目指す変化：子育ての悩みを話せる保護者仲間ができること

ワーク1 文を分ける
四つの文が、活動・直接の実施結果・人の変化のどれを表すか、○を付ける。文だけでは分からないものは「文だけでは判断できない」に

○を付け、何が分かれば判断できるか、問いを書く。

文 どれに当たる？ ○を付ける 理由（一言）／判断できない文は、確かめる問い

1 交流会を開く 活動（アクティビティ）

直接の実施結果（アウトプット）

人の変化（アウトカム）

文だけでは判断できない

2 参加した保護者が20人 活動（アクティビティ）

直接の実施結果（アウトプット）

人の変化（アウトカム）

文だけでは判断できない

3 子育ての悩みを話せる保

護者仲間がいると答えた参加

者が増えた

活動（アクティビティ）

直接の実施結果（アウトプット）

人の変化（アウトカム）

文だけでは判断できない

4 つながりが増えた 活動（アクティビティ）

直接の実施結果（アウトプット）

人の変化（アウトカム）

文だけでは判断できない

ワーク2 矢印を一つ選び、問いを入れる
下の道筋から矢印を一つ選んで○で囲む。なぜそのままではつながらないか（理由）と、つながるために必要な変化または確認したいこ

とを書く。事例に書かれていないことは「確認したい」と書く。

交流会を開く
保護者が
参加する

保護者同士が
知り合う

子育ての悩みを
話せる

保護者仲間ができる

選んだ矢印を一つ、○で囲む

なぜ、そのままではつながらないと考えたか（理由）

つながるために必要な変化、または確認したいこと 事例に書かれていないことは「確認したい」と書く

ペアの相手から得た気づき ペアで話した後

全体の共有の後、補いたいことがあれば書き足す 必要なときだけ
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